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１学期における教育活動を振り返って 
                                         校長 浅野 正道 

 

本校のシンボルともいえる美しい桜の花が、既に満開を過ぎていた４月６日（火）、令和３年度の始業式

と入学式が行われ、今年度は通常どおりに１学期の教育活動をスタートさせられました。それから約３か月

が経ち、あっという間に、１学期も残すところ３週間となります。未だに厳しい社会状況下であり、今学期

もまた、残念ながら学校公開で保護者や地域の皆様に授業の様子をご覧いただけていません。しかしながら、

各学年・学級の子供たちは、毎時間の授業に真剣に取り組み、本校として学校全体で目指している「主体的

に考え、話し合い、表現する」学びの姿が多く見られています。また、「学校だより ５月 第２号」でも 

お伝えしたとおり、登下校時に自分から進んで元気よく挨拶をする子供たちが、確実に増えていると言えます。 

登校時の「あいさつ運動」について、４月中は代表委員が毎朝行っていましたが、５月から、各学年で担当

する月に、全ての子供たちが交代しながら、「あいさつ運動」を継続しているところです。６月は４年生が、

「大きな声で元気よくあいさつしよう！」「相手の目を見て笑顔であいさつ！」等、それぞれの思いを込め

てメッセージを書いた襷を掛けて、校門前から西昇降口近くまで並び、元気な挨拶を繰り返していました。

朝から爽やかな光景が広がり、子供たちや教職員による気持ちのよい挨拶で一日がスタートできています。 

さて、６月１９日（土）、本校を会場校として「第７５回全国社会科教育研究協議会」が開催されました。

社会科教育連盟という、戦後すぐに発足し、我が国で最も歴史と伝統ある小学校社会科教育の研究団体が、

毎年６月の土曜日、都内小学校を会場校として、公開授業を伴った研究発表会を一日開催しています。今期

の研究発表会は本校で行ったのですが、緊急事態宣言中の開催となったので、誠に残念ながら、当日の授業

を一般の方には公開せず、関係者のみが来校して授業記録を取り、午後の分科会や全体会は、オンラインで

配信するという形態で実施しました。したがって、多くの参観者に授業を見ていただくことはできませんで

したが、公開授業を予定していた２年生以上の各学年２学級では、まさに子供たちの主体的な学びが展開さ

れ、子供たち自身が授業をつくり上げ、考えを深める様子が見られていて、とても素晴らしかったです。 

２年生の生活科では、まちたんけんで子供たちが気付いたことや見付けた「ふしぎ」を活発に話し合い、

１年生に伝える方法を真剣に考えていました。３年生の社会科では、小金井市の様子を調べる中で、市役所

の方の仕事や市内の古い建造物について、資料から多くのことを調べ、分かったことや考えたことを熱心に

話し合っていました。４年生では、自分たちが出したごみがどのように処理されているのか、これから調べ

ていく学習問題を設定し、自分たちで学習計画を立てるために、様々な資料を基に活気ある話合いを行って

いました。５年生では、多くの資料を自分たちで読み取り、日本の米づくりの課題や解決策について真剣に

討論するとともに、庄内平野で米づくりに取り組む農家やＪＡの方とオンラインでやり取りを行いました。 

６年生では、縄文時代から古墳時代にかけての人々のくらしや社会の様子の変化について、資料から多く

のことに気付き、これから調べていく学習問題を設定したり、前時までの学習を基に、歴史と自分たちの

生活とのつながりに目を向け、これから学ぶ歴史の学習について精力的に話し合ったりしていました。 

当日に至るまで、それぞれの学年で教職員が何時間もお互いに授業を見合い、授業後の振り返りによっ

て、その後の授業改善に結び付けていました。その成果が、当日の授業において形となって表れており、

手前みそながら、教職員のここまでの努力に対し大きな拍手を送りたいと思います。午後の全体会でも、

講師である文部科学省教科調査官の小倉勝登先生が、ご講演の中で多くの時間を割いてそれぞれの授業を

価値付け、たくさんの賞賛のお言葉を頂戴できました。また、当日は授業を公開しなかった学年や専科、

梅の実学級の教職員や事務主事、用務主事の主体的な動きも素晴らしく、文字どおり学校体制で取り組ん

だ研究発表会となりました。本校としてここまでやり切れたことは、とても大きな財産であり、これから

の教育活動においても、様々な面で確実に生かして参ります。 

さて、７月２０日（火）が１学期終業式となります。この日、各学級担任から子供たち一人一人に渡され

る通知表をご家庭でご覧いただき、お子さんと１学期を振り返って話をしていただければ幸いです。そして、

２学期以降への学習や生活の目標を立てるとともに、充実した夏季休業日を過ごせるよう願っています。 

７月 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 学校行事予定表  
日 曜 学校行事・児童活動等 

１ 木 安全指導 アフタースクール 

２ 金 委員会④ 

３ 土   

４ 日  

５ 月 TV朝会 ４時間授業（研究授業 ２－４） 

６ 火 ４時間授業 

７ 水  

８ 木 
オーケストラ鑑賞教室（６年）（体育館） 

トウモロコシ皮むき体験（２年） 

９ 金 クラブ⑥ 

１０ 土  

１１ 日  

１２ 月 TV朝会 原爆先生出前授業（６年） 

１３ 火 避難訓練 

１４ 水 なかよし班活動 

１５ 木 給食終 大掃除 着衣泳（３年） 

１６ 金 午前授業 着衣泳（５年、６年） 

１７ 土  

１８ 日  

１９ 月 水泳指導終 

２０ 火 終業式 

２１ 水 夏季休業日始 夏季水泳指導① 

２２ 木 海の日 

２３ 金 スポーツの日 

２４ 土  

２５ 日   

２６ 月 個人面談① 夏季水泳指導② 

２７ 火 個人面談② 夏季水泳指導③ 

２８ 水 
個人面談③ 夏季水泳指導④ 

オリンピック観戦（３・４年） 

２９ 木 
個人面談④ 夏季水泳指導⑤ 

オリンピック観戦（５・６年） 

３０ 金 個人面談⑤ 夏季水泳指導⑥ 

３１ 土  

夏の水やりボランティア 
 夏季休業期間中、学校の植栽の水やりのお手伝いを

募集します。希望を募るお手紙を別途配布いたします

ので、ぜひご協力ください。 

小金井市立学校における夏季休業日の「学校閉校日」について 

小金井市教育委員会「学校における働き方改革」に基づき、小金井市立学校では、夏季休業日にお

ける以下の期間が「一斉閉校日」となります。これに伴い、本校も「学校閉校日」となります。保護

者・地域の皆様にはご理解いただきますよう、お願い申し上げます。 

  「学校閉校日」の期間  令和３年８月１０日（火）～１３日（金）まで （４日間） 

  「学校閉校日」期間の緊急連絡先 

午前８時３０分から午後５時１５分まで  ０４２－３８７－９８７７（小金井市教育委員会） 

   午後５時１５分から午前８時３０分まで  ０４２－３８３－１１１１（小金井市役所代表） 

引き取り訓練中止のお知らせ 
例年、１学期終業式に合わせて実施していた「小・

中防災の日」引き取り訓練は、延期といたします。 

ただし、今後も発災時には保護者による引き取り

をお願いすることから、学校への引き取り手順につ

いてまとめた資料を、後日配布します。各ご家庭でも

万一に備え、お子さんと引き取り時の手順を確認し

ておいてください。 

６年生 小金井市文化財センター見学 
 ６年生の社会科では、歴史の 
学習が始まっています。小金井 
市は史跡が豊富な地域です。歴 
史の学習において大切なことの 
一つは、地域とのつながりを意 
識することです。今回、小金井 
市文化財センターを見学してきました。学芸員の
方々からは、土器や大昔の時代のことを詳しく教え
ていただき、小金井市から出土した様々な本物の遺
物を見ることもでき、学習を深めてきました。 

今夏の暑さ対策について 
◆体育等屋外活動の際は、指導中の給水時間を設け、
水道水や持参水筒等で水分補給を行っています。
水筒は飲み終えたら、水道水の補給ができます。 

◆首にかけるタイプの冷却タオルを持参することも
可能です。持参の際は、お子さんと使い方を事前
に確認し、学年、学級、氏名を明記して持たせて
ください。ただし、体育など安全管理のため外す
場面もあります。 

◆校庭へのミストシャワーを使用します。 

２学期始業式 
日  時：令和３年９月１日（水） 
登校時刻：８：１５～８：２５ 
会  場：各教室（ＴＶ放送） 

夏季休業日の予定 
夏季水泳指導：７月２１日（水）～８月６日（金） 
個 人 面 談：７月２６日（月）～３０日（金） 
オリンピック観戦：７月２８日（水） ３・４年 
         ２９日（木） ５・６年 
       ８月 ５日（木） １・２年 
パラリンピック観戦：８月２７日（金） 梅の実 
※それぞれ、別途手紙を配布しますので、ご確認ください。 


